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■N o.： FA-17 

■分類：疲労強度・寿命 

 

 

疲労強度の試験方法の規格を教えてください． 

 

 

参照 QNo. : FA-18, FA-28 

 

 

疲労強度の標準的な試験方法としては JIS 規格(1)-(5)があり，用語，試験片，試験方法，疲労強度

の決定方法などが定められている．また，ISO(6)-(9)，ASTM(10)-(13)にも種々の疲労試験方法に関する

規格が定められている．これらの規格では，それぞれ回転曲げ疲労(2), (7)，平面曲げ疲労(3)，荷重制

御による単軸疲労(6), (10)，ひずみ制御による単軸疲労(9), (11)，ねじり疲労(8), (12)，高温疲労(4), (5), (13)など，

種々の疲労試験方法が定められている．この他にも，複数の試験片を用いて疲労限度を調べる統

計的疲労試験方法(14)，熱疲労試験方法(15) ，フレッティング疲労試験方法(16)など，種々の規格があ

る． 
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